
お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、次のように説明しています。
記載している表示・図記号についての内容を良く理解してから本文をお読みになり、必ずお守りください。

表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる人への危害や
損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。

死亡、または重傷を負う可能性が切迫して生じる
おそれがあるもの。

傷害を負う、または物的損害が生じる可能性
があるもの。

死亡、または重傷を負う可能性があるもの。

端子をショートさせない。また、金属製のネックレス
やコインなどの金属小物といっしょに携帯または保管
しない
火災や発火、破裂の原因になります。

火の中に投入したり、加熱しない
高温での充電・使用・放置をしない
発熱や発火、破裂の原因になります。

危険

警告

注意

危 険

●

一般的指示 電源プラグを抜く

行為を指示する記号

注意をうながす記号

一般的注意 

行為を禁止する記号

禁止 水場での
使用禁止

接触禁止 ぬれ手禁止 水ぬれ禁止

© 2020

ご相談窓口におけるお客様の個人情報は、お問い合わせへの対応、修理
およびその確認に使用し、適切に管理を行い、お客様の同意なく個人情報を
第三者に提供または開示することはありません。

B5A-3515-00

〒221-0022　神奈川県横浜市神奈川区守屋町 3-12

ご相談や修理は
製品についてのご相談や修理のご依頼は、お買い上げの販売店にご相談ください。
転居されたり、贈答品などでお困りの場合は、下記の相談窓口にご相談ください。

お買い物相談や製品についての全般的なご相談
JVCケンウッドカスタマーサポートセンター

0120‒2727‒87
携帯電話・PHS・一部のIP電話・FAXなどからのご利用は
携帯電話・PHS 0570‒010‒114 （ナビダイヤル）
一部IP電話 045‒450‒8950
FAX 045‒450‒2308

＊お買い上げありがとうございます。
●ご使用の前に、この「スタートアップガイド編」をよくお読みのうえ、

正しくお使いください。
お読みになったあとは、大切に保管してください。

XP-EXT1

取扱説明書
スタートアップガイド編

ワイヤレスシアターシステム
型
名

その他の情報

商標

本機に内蔵されている充電池はリサイクルできます。
充電池の取りはずしはお客様自身では行わないでください。
本機を廃棄するときは、JVCケンウッドカスタマーサポート
センターにご相談ください。

充電式電池のリサイクルについて

ヘッドホンなどが直接触れる耳や肌などに異常を感じたら使用を中止し
てください。
使用を続けると炎症やかぶれなどの原因になることがあります。
冬場など乾燥した場所では、静電気により耳に刺激を感じることがあり
ます。
ヘッドホン装着時には、可動部への髪や指等のはさみこみに注意してく
ださい。
ヘッドホンのプラグを抜くときは、ケーブルを引っ張らないで必ずプラ
グ部分を持って抜いてください。
ケーブルを AV 機器本体に巻きつけると、プラグ部のコードが断線する
ことがありますので巻きつけないでください。
落としたり、ぶつけたり、強いショックを与えないでください。
高温多湿な場所での放置は、故障の原因になりますので避けてください。
イヤーパッド、ヘッドパッドは消耗品です。通常使用や保存した状態でも、
経年変化で自然劣化します。
ヘッドホン本体が汚れた場合は、水に濡らした布をよくしぼって表面を
ふいてください。
心臓にペースメーカーを装着している方は使用しないでください。
ペースメーカーが、本システムの電波の影響を受けるおそれがあります。
本機の近くで携帯電話などをお使いの場合、ノイズが入ることがあります。

※通信距離は目安です。周囲の環境により音が途切れたり、通信距離が
短くなる場合があります。

• 本機の仕様および外観は改善のため予告なく変更することがあります。
• 本製品は「JIS C61000-3-2 適合品」です。
• プロセッサーユニットの機種銘板は本体の底面にあります。

お客様または第三者が、この製品の誤使用、使用中に生じた故障、その
他の不具合またはこの製品の使用によって受けられた損害については法
令上の賠償責任が認められる場合を除き、当社は一切その責任を負いま
せんので、あらかじめご了承ください。

●

●
●

●

●

●

●
●
●

●

●

●

万一、次のような異常が発生したときはすぐに使用を
やめる
• 煙が出ていたりへんなにおいがするとき
• 内部に水や異物が入ってしまったとき
• 落としたり、破損したとき
• 電源コードが傷んだとき（芯線の露出や断線など）
すぐに電源を切り、必ず電源プラグをコンセントから
抜いてください。このような異常が発生したまま使用
していると、火災や感電の原因となります。煙が出な
くなるのを確認してから販売店に修理を依頼してくだ
さい。お客様による修理は危険ですから絶対におやめ
ください。

警 告

注 意
本機を使用するときは、音量を上げすぎない
耳を刺激するような大きな音量で長時間続けて使用す
ると、聴力に悪い影響を与えることがあります。
はじめから音量を上げすぎると、突然大きな音が出て
耳をいためることがあります。音量は徐々に上げま
しょう。

充電中、使用中は毛布や衣類などを本機にかぶせない
発熱や発火の原因になります。

USB ケーブルが傷んだり、端子の差し込みがゆるい
ときは使用しない
発火や感電の原因になります。

ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置か
ない
バランスがくずれて倒れたり、落ちたりして、けがの
原因となることがあります。

火のそばやストーブのそば、車内、お風呂場など高温、
高湿になる場所で使用したり、放置しない
発熱や発火、破裂の原因になります。

保証とアフターサービス

電波について

その他の情報

保証書
所定事項記入および記載内容をお確かめのうえ、大切に保管してください。
保証期間はお買い上げの日より 1 年間です。

補修用性能部品の最低保有期間
製造打ち切り後 6 年です。
補修用性能部品とはその製品の機能を維持するために必要な部品です。
この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。
故障およびその他の状況により、修理ではなく製品交換になる場合がありますので、
ご了承願います。
お客様からご提供いただいた個人情報は、保証期間中、およびその後の点検・サービス
活動のために記載内容を利用させていただく場合がありますので、ご了承ください。

1.　保証期間中、取扱説明書および本体貼付ラベルなどの注意書に従った正常な使用
状態で故障した場合は、無償修理をさせていただきます。
商品と本書をお買い上げの販売店にご持参ご提示のうえ、修理をご依頼ください。

2.　保証期間中の修理などアフターサービスについてご不明の場合はお買い上げの販
売店、または JVC ケンウッドカスタマーサポートセンターにご相談ください。

3.　次のような場合は保証期間内でも有料修理にさせていただきます。
(1) 本書のご提示がない場合。
(2) 本書に型名、製造番号、お買い上げ年月日、お客様名、お買い上げ販売店名の

記載がない場合、または字句が書き換えられた場合。
(3) ご使用上の誤り、および不当な修理や改造による故障および損傷。
(4) お買い上げ後の輸送、移動、落下などによる故障および損傷。
(5) 火災、地震、風水害、雷その他の天災地変、虫害、塩害、公害、ガス害（硫化ガスなど）

や異常電圧、指定以外の使用電源（電圧・周波数）による故障および損傷。
(6) 不具合の原因が本製品以外（外部要因）による場合。
(7) 一般家庭用以外（例えば業務用などへの長時間使用および車輌、船舶への搭載）

に使用された場合の故障および損傷。
(8) 消耗品（電池など）の消耗。
(9) 持込修理の対象商品を直接当社へ送付した場合の送料はお客様負担とさせていただ

きます。また、出張修理を行なった場合には、出張料はお客様負担とさせていた
だきます。

4.　この保証書によって株式会社 JVC ケンウッドおよびそれ以外の事業者に対するお
客様の法律上の権利を制限するものではありません。保証期間経過後の修理など
についてご不明の場合は、お買い上げの販売店または JVC ケンウッドカスタマー
サポートセンターにお問い合わせください。

5.　本書は日本国内においてのみ有効です。
This warranty is valid only in Japan.

1.　本書にお買い上げ年月日、お客様名、お買い上げ販売店名が記載されているか
お確かめください。
万一、記入がない場合は、直ちにお買い上げ販売店にお申し出ください。購入日の
確認できる書類（シールやレシートなど）の添付でもかまいませんので、大切に
保管してください。

2.　ご贈答品などで、本書記載のお買い上げ販売店に修理がご依頼になれない場合は、
JVC ケンウッドカスタマーサポートセンターにご相談ください。

3.　ご転居の場合は、事前にお買い上げの販売店にご相談ください。
4.　本書は再発行いたしませんので、紛失しないように大切に保管してください。

保証書 持込修理

品名 ワイヤレスシアターシステム 製造番号
型名 XP-EXT1

お
客
様

お名前
ふりがな

様
ご住所

電話 (  ） ‒ 

　

お買い上げ年月日 保
証
期
間

お買い上げ日から

本体 １年間  年 月 日

お買い上げ店   住所・店名・電話

お客様へのお願い

2.4GHz 帯の場合

5GHz 帯の場合

http://manual3.jvckenwood.com/home/theater/
contents/xp-ext1/

本書は基本操作のみ説明しています。
詳しい使い方や「故障かな？と思ったら」などについては、
Web マニュアル編をご覧ください。

詳しい操作は「Web マニュアル編」をご覧ください。

分解禁止

本機の上に水などの液体が入った容器を置かない
花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品など液体の入っ
た容器を置かないでください。こぼれたり、中に液体
が入った場合は、火災や感電の原因となります。

本機の上に火のついたものを置かない
火のついたローソクなどを置くと、火災の原因となり
ます。

風呂場やシャワー室では使用しない
本機の中に水が入ると、火災や感電の原因となります。

雷が鳴り出したら、電源プラグに触れない
感電の原因となります。

分解や改造をしない、カバーを外さない
火災や感電の原因となります。内部の点検や修理は、
お買い上げの販売店にご依頼ください。

• 本機は、電波法に基づく小電力データ通信システム無線局設備として技術基準適合証明を受けております。したがって、本機を使用するときに無線局の免許
は必要ありません。

• 日本国内のみで使用してください。日本国内以外で使用すると各国の電波法に抵触する可能性があります。また、以下の事項を行うと、法律で罰せられるこ
とがあります。
- 分解 / 改造すること

• 法令により、5GHz 帯無線機器を屋外で使用することは禁止されています。

本機の使用周波数帯（2.4 GHz）では、電子レンジ等の産業・科学・医療機
器のほか工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の構内無線局（免
許を要する無線局）及び特定小電力無線局（免許を要しない無線局）並びに
アマチュア無線局（免許を要する無線局）が運用されています。
• 本機を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局および特定小電力

無線局、並びにアマチュア無線局が運用されていないことを確認してくだ
さい。
万一、本機と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した場合には、速や
かに本機の使用場所を変えるか、使用を停止（電波の発信を停止）してく
ださい。
そのほか、「他の無線局」に対して有害な電波干渉が発生した場合など、何
かお困りのことが起きたときには、JVC ケンウッドカスタマーサポートセ
ンターまでお問い合わせください。

本機は、送信機に接続した機器の音声をヘッドホンで無線受信します。送信機から受信可能
な距離は、約 30 メートル * です。
* 送信機から受信可能な距離は、周囲の環境や建物の構造により異なります。送信機とヘッド

ホンの間に電波をさえぎる障害物（金属のドア、壁など）があると、受信距離は短くなります。
また、送信機は電波を反射しやすい壁の近くや、電波を放射しにくいスチールラックなどの
場所を避けて設置してください。

• アプリケーション使用時は、Bluetooth 通信をします。このときの通信距離は約 10m です。

： 2.4 GHz 帯を使用する無線設備を表します。
： FH-SS 方式を表します。
： DS-SS 方式を表します。
： 電波与干渉距離は 10 ｍです。
：電波与干渉距離は 40 ｍです。 

： 全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の
帯域を回避可能であることを表します。

2.4
FH
DS
1
4

電源プラグは定期的に清掃する
電源プラグとコンセントの間に、ゴミやほこりがた
まって湿気を吸うと、絶縁低下を起こして、火災の原
因となります。定期的に電源プラグをコンセントから
抜き、ゴミやほこりを乾いた布で取り除いてください。

電源プラグは根元まで確実に差し込む
差し込みが不完全だと、発熱したりほこりが付着して
火災や感電の原因となります。また、たこ足配線も、
コードが熱を持ち危険ですのでしないでください。

置き場所に注意する
次のような所に置くと、火災や感電の原因となること
があります。
• 調理台や加湿器のそばなど、油煙や湯気が当たる所
• 湿気やほこりの多い所
• 熱器具の近くなど高温になる所
• 窓ぎわなど水滴の発生しやすい所

お手入れをするときは、電源プラグを抜く
電源が切れているときでも本機には、わずかな電流が
流れています。電源プラグがコンセントに接続されて
いると、感電の原因となることがあります。

移動するときは、接続したコードや電源プラグを抜く
接続したまま移動すると、コードが傷つき、火災や感
電の原因となることがあります。

電源プラグが容易に抜き差しできる空間を設ける
• 電源スイッチを切っただけでは機器は電源から完全

に遮断されません。完全に遮断するには、電源プラ
グを抜いてください。

• 機器はコンセントに容易に手が届く位置に設置し、
異常が起きた場合すぐに電源プラグをコンセントか
ら抜いてください。

お守りいただく内容の種類を、下の絵表示で区分し、説明してい
ます。

●

ケーブルを巻きつけたり、強く引っ張るなどの無理な
力を加えたりしない
ケーブルが断線し、不具合が発生することがあります。

本機の上に重いものを置かない
テレビなどの重い物や本機からはみ出るような大きな
物を置くと、バランスがくずれて倒れたり、落ちたり
して、けがの原因となることがあります。

AC アダプターの取り扱いに注意する
火災や感電の原因になるため、
• 付属の AC アダプター以外は使用しないでください。
• 付属の AC アダプターを本機以外の機器には使用し

ないでください。

付属の電源コードを本機以外には使用しない
火災や感電の原因となることがあります。

付属の電源コード以外は使用しない
火災や感電の原因となることがあります。

ケーブルは確実に差し込む
差し込みが不完全な場合は、発火や感電の原因になり
ます。

ぬれた手で本体やケーブルをさわらない
発火や、感電の原因になります。

幼児、子供の手の届く場所に放置しない
誤ってヘッドホンケーブルを首に巻き付け、窒息を起
こす原因になります。

本機の包装に使用しているポリ袋は、小さなお子様の
手の届くところに置かない
頭からかぶると窒息の原因となります。

強い衝撃を与えたり、投げつけたりしない
火災ややけど、けがの原因になります。

対応BLUETOOTH
プロファイル

SPP  

最大通信距離

型式

20Hz ～ 20,000Hz

 
電源 内蔵リチウムポリマー充電池
電池持続時間

質量

電源 付属ACアダプター（JD1038-000A）
入力：AC100V-240V, 50/60Hz 0.8A
出力：DC12V, 2A

入力端子
 

外形寸法 幅 266mm × 高さ 30mm × 
奥行き 154mm

質量 約530g

• 取扱説明書（本書）×1
• ACアダプター ×1
• ACアダプター用電源コード ×1
• 充電用USBケーブル ×1
• セットアップケーブル ×1
• ポーチ ×1

 

再生周波数帯域

約10メートル ※

ダイナミック型

約 1 2 時間
（使用条件により異なります）

約330g
（内蔵リチウムポリマー
充電池含む）

HDMI 3 系統、光（角型）1 系統、
ステレオピンジャック 1 系統

HDMI 1 系統出力端子

使用温度範囲

充電温度範囲

5 ℃～ 40 ℃

5 ℃～ 40 ℃

湿気やほこりの少ない場所で使用・保管する
発熱や発火、感電の原因になります。

電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張らない
電源コードを引っ張ると、コードに傷がつき、火災や
感電の原因となることがあります。電源プラグを持っ
て抜いてください。

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない
感電の原因となることがあります。

長期間使用しないときは、電源プラグを抜く
電源が切れているときでも本機には、わずかな電流が
流れています。安全および節電のため、電源プラグを
コンセントから抜いてください。

2.4FH1

2.4DS4

： 全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の
帯域を回避不可能であることを表します。

 
 

ワイヤレスヘッドホンの受信距離について

ヘッドホン（XP-EXT1H）

プロセッサーユニット（XP-EXT1P）

付属品・添付物

通信仕様

故障の原因となりますので、水や汗が付着しないよう充分注意してください。
－降雨や降雪時や、湿度の高い場所、汗をかく状況でのご使用の際は充分注

意してください。
－水や汗が付着した場合は、すみやかに乾いたやわらかい布でふき取ってく

ださい。
－充電端子に水や汗が入らないよう、充分注意してください。

本機は、防滴、防水仕様ではありません。

本機の防滴、防水について

表示された電源電圧以外で使用しない
表示された電源電圧以外では、火災・感電の原因とな
ります。本機を使用できるのは日本国内のみです。
This set is designed for use in Japan only and 
cannot be used in any other country.

電源コードを傷つけない
電源コードを傷つけると、火災や感電の原因となりま
す。特に、次のことに注意してください。
• 電源コードを加工しない
• 電源コードを無理に曲げない
• 電源コードをねじらない
• 電源コードを引っ張らない
• 電源コードを熱器具に近づけない
• 電源コードの上に家具などの重いものを乗せたり、  

ドアなどで挟まない

使用上のご注意

主な仕様 安全上のご注意

• Bluetooth® ワードマークおよびロゴは登録商標であり、Bluetooth SIG, Inc. が所有権
を有します。株式会社 JVC ケンウッドは使用許諾の下でこれらのマークおよびロゴ
を使用しています。その他の商標および登録商標は、それぞれの所有者の商標および
登録商標です。

• Manufactured under license from Dolby Laboratories. Dolby, Dolby Atmos, 
Dolby Audio, and the double-D symbol are trademarks of Dolby Laboratories.

• For DTS patents, see http://patents.dts.com. Manufactured under license from 
DTS, Inc. DTS, the Symbol, DTS and the Symbol together, DTS:X, and the DTS:X 
logo are registered trademarks or trademarks of DTS, Inc. in the United States 
and/or other countries. © DTS,Inc. All Rights Reserved.

• The terms HDMI and HDMI High-Definition Multimedia Interface, and the HDMI 
Logo are trademarks or registered trademarks of HDMI Licensing 
Administrator, Inc. in te United States and other countries.

• Google Play は Google Inc. の商標または登録商標です。
• Apple および Apple ロゴは米国その他の国で登録された Apple Inc. の商標です。

App Store は Apple Inc. のサービスマークです。

（                       ）プロセッサーユニット
ヘッドホン

XP-EXT1P
XP-EXT1H

公開用

http://manual3.jvckenwood.com/home/theater/contents/xp-ext1/


EXOFIELD matching

スタート

セットアップケーブルを接続し、静かな部屋で
ヘッドホンの左右を正しく装着してください。

スタートボタンを押すと測定が始まります。測定には
数分かかる場合があります。

Home

INPUT

Decode:  Dolby Atmos

SOUND MODE CINEMA

EXOFIELD

80%HDMI1

Bluetooth

Device

Victor XP-EXT1P

Bluetooth

ON

Home

INPUT

Decode:  LPCM 2.0 ch

SOUND MODE FLAT

START MATCHING

80%HDMI1

赤点灯 消灯

ヘッドホンを
充電する

・

・

故障や異常発熱の原因となりますので、USB変換ACアダプター
（市販品）は、必ず出力電圧がDC 5Vのものを使用してください。
充電するときは、必ず付属の充電用USBケーブルを使用してください。

• 充電時間は約 4 時間です。
• 充電が完了すると消灯します。
• 充電中は操作できません。

テレビの HDMI 入力（eARC/ARC）端子とプロセッサーユニットの出力端子を接続して
ください。
• eARC 対応 TV：市販の eARC 対応 HDMI ケーブルで接続してください。
• ARC 対応 TV　：市販の ARC 対応 HDMI ケーブルで接続してください。

ブルーレイディスク／
DVD プレーヤー

ゲーム機器

プロセッサーユニットの
[INPUT] ボタン

長く押す • アプリケーションからも
音量調節できます。

テレビ

アプリケーションを
インストールする

接続する

エ ク ソ フ ィ ー ル ド

EXOFIELD
測定をする

視聴する

音量を調節する

電源を切る

エ ク ソ フ ィ ー ル ド
EXOFIELD効果を体験いただくための個人特性測定

（EXOFIELD matching）には専用のアプリケーションが必要です。
App Store または Google Play からダウンロードしてください。
アプリケーションの詳細については、Web マニュアル編をご覧ください。

eARC/ARC

音声信号

映像信号

映像・音声信号

HDMI 出力

HDMI 入力

注意事項

準備する（接続と測定）

視聴する

• 静かな環境で測定してください。また、測定中は話したり、頭を動かしたりしないでください。
• 測定には数分かかる場合があります。
• HDMI CEC の機能により、プロセッサーユニットと連動して HDMI 入力端子に接続された機器

の電源が入ることがありますが、測定には影響ありません。

付属のセットアップケーブルでプロセッサーユニットとヘッドホンの SETUP 端子を接続する1 

プロセッサーユニットとヘッドホンの電源を入れる2 

プロセッサーユニットとスマートフォンを Bluetooth で接続する3 
①プロセッサーユニットの [SOUND MODE / PAIRNG] ボタンを [BT CONNECTION] インジケーター

が白く点滅するまで、約 3 秒間押し続ける

②スマートフォンの Bluetooth 設定を「ON」にし、デバイスリストから「Victor XP-EXT1P」を選択する

AC アダプター
（付属品）

AC アダプター用電源コード
（付属品）

ヘッドホンを装着する4 

スマートフォンでアプリケーションを起動し、測定を開始する5 

6 セットアップケーブルをプロセッサーユニットとヘッドホンから外す

[VOLUME] を指の先で
撫でるように触れると
音量を調節できます。

• プロセッサーユニットの [BT CONNECTION] インジケーターが白く点灯すれば、接続が完了です。

• お使いのスマートフォンによっては、ステップ 5 のアプリケーションを起動したときに、
[BT CONNECTION] インジケーターが白く点灯して接続が完了します。

ホーム画面の [START MATCHING] ボタンをタップする

5V タイプ

L 側

R 側

音量を下げる

[STAND BY] インジケーターが消灯し、電源が入ります。 白く点灯します。

セットアップケーブル（付属品）

• eARC/ARC については、Web マニュアル編をご覧ください。
• お使いのテレビに eARC または ARC に対応した HDMI 入力端子がない場合は、Web マニュアル編をご覧ください。
• AV アンプとの接続、光デジタル接続、アナログ接続など、その他の接続方法については、Web マニュアル編をご覧

ください。

アプリケーション名：
エ ク ソ フ ィ ー ル ド
EXOFIELD  

シアター
THEATER

充電用 USB ケーブル
（付属品）

音量を上げる

アプリケーションの指示にしたがって測定を進めてください。
• 測定が完了すると、「測定完了」と表示されます。
• 2 回目以降の測定については、Web マニュアル編をご参照ください。

背面

ヘッドホン、プロセッサーユニットおよび接続した視聴する機器の電源を入れる

プロセッサーユニットの [INPUT] ボタンを短く押し、視聴する機器に切り替える２

視聴する機器を再生する3

1

R 側

L 側

• ヘッドホンの [INPUT] ボタンでも切り替えられます。

短く押す

長く押す

ヘッドホンの電源ボタンを長押しすると電源が入り、
連動してプロセッサーユニットの電源が入ります。

ヘッドホンの電源ボタンを長押しすると電源が切れ、
連動してプロセッサーユニットの電源が切れます。

L 側

長く押す

L 側

プロセッサーユニットの各入力端子
に各種再生機器の HDMI 出力端子を
接続してください。
• 市販の HDMI ケーブルで接続して
• ください。

• イヤーパッドで耳をすっぽり覆い、イヤーカップの角度を調節して、隙間のないように装着してください。
• 測定中はまっすぐ前を向いてください。
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